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 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

 ＪＯＤＡ理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

 写真資料について 

1. このレポートを補足する資料として必要な場合は、 文中に貼り付けて下さい 

2. 他国のＯＰ艇を接近して撮影することを禁止します 

 

気温、水温、ウエアに

ついて 

気温・水温は毎日あたたかかったです。 

風も暖かかったので波をかぶっても寒くなく、パドジャケなどはいりませんでした。 

海面（湖面）の特徴や

風の傾向 

風は島に当たり角度が沖と岸側では違っていました 

うねりが大きく白波に突っ込むと艇を壊しそうでした 

沖に行くと上ﾏ ｸーへのｱﾌ゚ﾛー ﾁの時にﾍﾀ゙ｰが強くなっていました 

ｽﾀー ﾄしてから岸側へいくとﾘﾌﾄがはいってきました。 

セッティングで注意し

たこと 

風が毎日、中風ぐらい吹いていたのでﾏｽﾄのがらみは毎日調節していました。 

セーリングで注意した

こと 

波にたたかれたり、おしかえさえたりしないようにﾊｲｸｱｳﾄをして 

ﾌﾗｯﾄにしていました。 

海上で練習したこと ｽﾀー ﾎﾞとﾎﾟー ﾄで艇を半分に分けてﾏ ｸーへ向かいどちらが有利か調べた。 

他のチームと流しをやったりしました。 

 



実際のスベリはどうで

したか？ 

 

スタートは、どうでした

か？ 

最終日はいい位置からのｽﾀー ﾄができたけど 

あとのﾚー ｽでは真ん中ｽﾀー ﾄが多かった。 

コース戦略はどうでし

たか？ 

島にぶつかり角度が変わる風をうまくつかめず前へいけませんでした。 

自分より上位の選手と

の違いは？ 

体を動かしていてﾒｲﾝのﾄﾘﾑも自分よりやっていた。 

国内の練習で役立った

こと 

基本動作の練習とﾚー ｽ練習 

国内の練習で足りなか

ったこと 

ﾁー ﾑﾚー ｽの練習 

印象に残った外国選手

は？ 

2位のアメリカの選手 

彼は小さい体で大きく動きｽﾀー ﾄも白石さんが言っていたﾎﾟー ﾄから20秒くらいにﾀｯｸして 

ｽﾀー ﾄﾗｲﾝに並ぶというｽﾀー ﾄをしていました。 

行く前と、行ってからで

違ったことはありまし

たか。 

たくさんの選手に会って自分に足りないものがたくさん見つかりました。 

今後の課題と目標

は？ 

ＯＰはこれで終わってしまうので、今回で得た課題を次にいかしていきたいと思います。 

JODAへの要望  

その他  

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


